
WEBODM で GCP フェイルを使った補正方法 

 Web 上で操作できるのですが、ポイントの紐付け作業が結構簡単そうですが使い方がちょっと複雑です。 

GCP インターフェースでテキストと写真をインポート 

 WebODM を起動し、横のメニュー画面から GCP Interface を

選択する。 

 グラウンドコントロールポイン

トインターフェースの画面が表示

されますので、Load existing 

Control Point File には先ほど作

成したテキストファイルを、Chose 

images here には撮影した空中写真

をそれぞれ指定します。 

 

 

 

 

 

 下図のようなグラウンドコントロールポイントインターフェースの画面に、全ての写真とポイントデータが

表示されます。この段階で、下図右の地図に緑色のポイントが表示されていない場合は、GCP 点のテキストフ

ァイルに不備があることを意味していますので、もう一度テキストファイルを作り直してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 各写真の右上にある数値は、GCP ファイル

で対応させた写真がある場合は①、無い場合

は⓪と表示されています。 

地図又は衛星写

真に切替可能 

GCP 点⇒ 

写真 1 枚あり⇒ 

 

写真なし⇒ 

 


